
草津あおばなは、市の花でツユクサの変種です。
全国的にも草津市だけで育てられてきた花で、
毎年６月下旬～８月下旬にかけて
きれいな青い花を咲かせます。
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2令和 4年 8月 1日号

審議された主な議案

①瑕疵（かし）
欠点、欠陥。通常あるべき品質を欠いていること。

●
審
査
に
お
け
る
質
疑
応
答
／
意
見

　
　
　

平
成
25
年
度
に
大
規
模
改
修

さ
れ
、
令
和
２
年
度
、
３
年
度
に

か
け
て
も
雨
漏
り
の
修
繕
を
さ
れ

た
が
、
雨
漏
り
が
続
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
の
工
事
に
入

る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
工
法

と
今
回
の
工
法
と
は
ど
う
違
う
の

か
。
雨
漏
り
が
し
な
い
体
育
館
に

な
る
の
か
聞
き
た
い
。

　
　
　

過
去
の
修
繕
工
事
に
つ
い
て

は
、
設
計
仕
様
に
基
づ
き
適
切
に

施
工
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

は
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
の
ひ
び
割
れ
部

分
や
屋
根
材
固
定
ボ
ル
ト
部
分
の

防
水
補
修
な
ど
部
分
的
な
修
繕
工

事
で
あ
っ
た
。
今
回
は
屋
根
の
全

議
員市

面
に
鋼
板
屋
根
を
重
ね
る
工
法
で
、

施
工
実
績
も
あ
る
工
事
な
の
で
、

確
実
に
雨
漏
り
が
解
消
さ
れ
る
工

法
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
回
も
、

監
督
を
適
切
に
行
い
な
が
ら
、
仕

様
に
基
づ
き
確
実
に
進
め
て
い
く
。

　
　
　

施
工
後
に
、
も
し
も
雨
漏
り

を
し
た
と
き
の
補
償
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

　
　
　

補
償
に
つ
い
て
、
工
事
の
瑕

疵
①
に
つ
い
て
は
２
年
の
工
事
品

質
を
確
認
す
る
期
間
を
設
定
す
る

ほ
か
、
10
年
間
の
補
償
が
あ
る
の

で
、
適
宜
、
日
常
管
理
を
実
施
し

な
が
ら
状
況
を
把
握
し
、
雨
漏
り

が
生
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
補
償

を
求
め
て
い
く
。

議
員市

●
議
案
概
要

こ
の
契
約
は
、
総
合
体
育
館
の
屋
根
お
よ
び
床
板
の
改
修
工
事
を
行
う
も
の

で
、
昭
和
56
年
９
月
に
供
用
開
始
後
40
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
の
た
め
、
雨

漏
り
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屋
根
の
改
修
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
令
和
７
年
度
開
催
の
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第
24
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
床
板
も
改
修
し
、
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
を
整
え
る
も
の
。

総
務
常
任
委
員
会

草
津
市
立
総
合
体
育
館
屋
根
・
床
板
改
修
工

事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て

●
審
査
に
お
け
る
質
疑
応
答
／
意
見

　
　
　

75
歳
以
上
の
方
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
全
体
の
被
保
険
者

数
と
、
こ
の
た
び
の
改
正
に
よ
り

１
割
か
ら
２
割
に
窓
口
の
負
担
割

合
が
上
が
る
方
の
割
合
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　

５
月
末
時
点
で
被
保
険
者
数

は
草
津
市
全
体
で
１
万
5
，4
9
3

人
。
う
ち
4
，2
0
0
人
、
27.1
％
の

方
が
２
割
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

る
。

　
　
　

窓
口
負
担
が
２
倍
に
な
る
こ

と
で
受
診
抑
制
等
起
こ
る
の
で
は

と
危
惧
す
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　

負
担
割
合
が
引
き
上
げ
に
な

る
方
に
つ
き
、
外
来
受
診
時
の

月
々
の
負
担
増
が
3
千
円
ま
で
に

収
ま
る
よ
う
配
慮
措
置
が
３
年
間

行
わ
れ
る
。

議
員市議

員市

　
　
　

3
千
円
の
配
慮
措
置
が
ど
れ

ぐ
ら
い
有
効
か
伺
う
。

　
　
　

国
の
試
算
に
よ
る
と
、
配
慮

措
置
が
な
い
と
外
来
受
診
時
の
自

己
負
担
額
が
年
間
３
万
円
増
加
す

る
と
こ
ろ
、
配
慮
措
置
に
よ
り
年

間
２.２
万
円
ま
で
で
収
ま
る
と
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　

配
置
措
置
を
受
け
る
手
続
き

と
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

実
施
主
体
は
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
あ
る
が
、
月
額

3
千
円
を
超
え
る
負
担
増
が
発
生

し
た
場
合
は
、
対
象
者
に
は
９
月

に
一
斉
に
通
知
し
、
口
座
登
録
の

こ
と
を
案
内
す
る
。
７
月
の
保
険

証
更
新
の
時
や
広
報
く
さ
つ
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
を
し
て

い
く
。

議
員市議

員市

●
議
案
概
要

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

草
津
市
医
療
費
特
別
助
成
条
例
で
定
め
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
寡
婦
お
よ
び

老
人
福
祉
医
療
費
特
別
助
成
条
例
で
定
め
る
低
所
得
老
人
に
つ
い
て
、
同
法

を
引
用
す
る
条
項
の
改
正
を
行
う
も
の
。

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
75
歳
以
上
の
方
の

医
療
費
窓
口
負
担
割
合
は
ど
う
変
わ
る
？

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

【
議
第
49
号
】

契
約
の
締
結
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

全員
賛成

【
議
第
44
号
】

草
津
市
医
療
費
特
別
助
成
条
例
お
よ
び
草
津
市
老
人
福

祉
医
療
費
特
別
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

賛成
多数



3 令和 4年 8月 1日号

６月定例会について
令和４年６月６日から６月27日まで６月定例会を開き、議案14件が市長から提出されました。
議員からは、条例案１件、意見書案１件を提出し、請願１件を紹介提出しました。
今号では、６月定例会中の６月20日から23日までに４つの常任委員会に付託された条例案や補正予
算案などを慎重に審査した内容の中から、いくつかの質疑を要約してお伝えします。

●
審
査
に
お
け
る
質
疑
応
答
／
意
見

　
　
　

急
激
な
物
価
高
よ
り
影
響
を

受
け
る
業
種
の
中
小
・
小
規
模
事

業
者
を
支
援
す
る
た
め
に
実
施
す

る
事
業
で
あ
れ
ば
、
よ
り
早
期
に

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
販
売

期
間
を
９
月
か
ら
と
設
定
し
て
い

る
が
、
前
倒
し
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　

事
業
の
周
知
に
向
け
た
ポ
ス

タ
ー
等
の
広
報
物
や
チ
ケ
ッ
ト
の

印
刷
に
か
か
る
期
間
に
加
え
て
、

参
加
事
業
者
へ
の
説
明
会
の
実
施

に
向
け
た
準
備
等
も
あ
る
た
め
、

今
回
提
案
し
て
い
る
９
月
開
始
が

最
短
と
な
る
。

議
員市

　
　
　

応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
の
実
施

を
よ
り
多
く
の
市
民
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
組

を
行
う
の
か
。

　
　
　

広
報
く
さ
つ
に
加
え
、
ポ
ス

タ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
幅

広
い
地
域
や
世
代
に
広
報
し
、
多

く
の
方
に
応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
の

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

す
る
。

議
員市

●
議
案
概
要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
加
え
、
原
油
価
格
や
物
価
高

騰
で
、
特
に
影
響
を
受
け
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
の
「
草

津
市
応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
」
等
を
実
施
す
る
た
め
、
予
算
額
を
計
上
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

草
津
市
応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
（
第
３
弾
）

【
議
第
47
号
】

令
和
４
年
度
草
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

全員
賛成

●
審
査
に
お
け
る
質
疑
応
答
／
意
見

　
　
　

今
回
は
当
該
地
区
に
対
し
て

の
制
限
で
あ
る
が
、
今
後
も
地
区

計
画
制
度
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
制
限
を
設

け
て
い
く
と
い
う
解
釈
で
よ
い
か
。

　
　

地
区
計
画
の
制
度
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
方
と
連
携
し
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
市
街
化

調
整
区
域
で
あ
れ
ば
草
津
市
市
街

化
調
整
区
域
に
お
け
る
地
区
計
画

制
度
運
用
基
準
に
基
づ
き
な
が
ら
、

地
域
の
特
性
に
合
う
よ
う
規
制
等

を
設
け
て
い
る
。

議
員市

　
　
　

当
条
例
と
草
津
市
版
地
域
再

生
計
画
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、

相
互
に
不
都
合
が
出
た
場
合
は
そ

の
都
度
改
正
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　

各
学
区
に
て
、
草
津
市
版
地

域
再
生
計
画
に
基
づ
い
た
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
作
成
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
則
っ
て
地
区
計

画
を
定
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
た

め
、
改
正
が
必
要
に
な
れ
ば
そ
の

都
度
、
都
市
計
画
審
議
会
や
議
会

を
通
し
て
条
例
改
正
の
手
続
き
を

踏
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

議
員市

●
議
案
概
要

令
和
４
年
３
月
29
日
に
北
山
田
五
条
・
山
田
地
区
計
画
が
決
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
新
た
に
当
地
区
内
の
制
限
を
設
け
る
た
め
「
草
津
市
地
区
計
画
の
区

域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
。
①
条
例
内
に
北
山
田
五
条
・
山
田
地
区
整
備
計
画
区
域
を
加
え
、
建

築
物
の
用
途
の
制
限
、
容
積
率
の
最
高
限
度
、
建
ぺ
い
率
の
最
高
限
度
、
高

さ
の
最
高
限
度
、
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
、
壁
面
の
位
置
の
制
限
の
項
目
を

設
け
る
。
②
建
築
物
の
用
途
の
制
限
の
許
可
申
請
に
係
る
手
数
料
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
付
則
に
お
い
て
草
津
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

北
山
田
五
条
・
山
田
地
区
計
画
の
決
定
に
伴

う
条
例
の
一
部
改
正

産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

応援チケット

全員
賛成

【
議
第
45
号
】

草
津
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案



日程は、都合により変更になる場合があります。
日程の変更は、ホームページでお知らせします。

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策への
ご協力をお願いします。

体調管理マスク 消毒 換気

本会議（開会）

本会議（質疑および一般質問）

総務常任委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

予算常任委員会

決算特別委員会

本会議（委員長報告、採決、閉会）

9/2金

9/13火、14水、15木

9/16金

9/20火

9/21水

9/22木

9/26月、27火、28水、29木

10/3月

議員別表決結果は
HPで見られます。

たび丸たび丸

議決結果一覧表令和４年６月定例会

９月定例会の開催予定９/２（金）➡ 10/３（月）

市役所４階の議場傍聴席
入り口へ。

市役所３階の議事務局
受付へ。

本会議傍聴受付

委員会傍聴受付

こ
ち
ら
の
扉
の
奥
に

受
付
が
あ
り
ま
す
。

こちらでお声掛け
ください。

4令和 4年 8月 1日号

議案番号 件　　名 付託先 結果
議第
38号

専決処分の承認を求めることについて
《税条例の一部改正》 即決 承認

議第
39号

専決処分の承認を求めることについて
《国民健康保険税条例の一部改正》 即決 承認

議第
40号

令和４年度草津市一般会計補正予
算（第１号）
《新型コロナウイルス感染症対策関連事業》

予算 原案
可決

議第
41号

令和４年度草津市一般会計補正予
算（第２号）
《地域再生推進費および（仮称）草津
市立プール整備費》

予算 原案
可決

議第
42号

草津市税条例等の一部を改正する
条例案 総務 原案

可決

議第
43号

草津市手数料条例の一部を改正す
る条例案 産建 原案

可決

議第
44号

草津市医療費特別助成条例および
草津市老人福祉医療費特別助成条
例の一部を改正する条例案

文厚 原案
可決

議第
45号

草津市地区計画の区域内における
建築物の制限に関する条例の一部
を改正する条例案

産建 原案
可決

議案番号 件　　名 付託先 結果

議第
46号

土地区画整理事業の実施に伴う町お
よび字の区域および名称の変更につ
き議決を求めることについて

総務 原案
可決

議第
47号

令和４年度草津市一般会計補正予
算（第３号）
《新型コロナウイルス感染症対策関連事業》

予算 原案
可決

議第
48号

契約の締結につき議決を求めること
について
《志津南小学校大規模改造２期工事》

総務 原案
可決

議第
49号

契約の締結につき議決を求めること
について
《総合体育館屋根・床板改修工事》

総務 原案
可決

議第
50号

草津市職員懲戒審査委員会委員の
任命につき同意を求めることにつ
いて

即決 同意

議第
51号

人権擁護委員の候補者の推薦につ
き意見を求めることについて 即決 別段異議

はない

会第
3号

草津市議会基本条例の一部を改正
する条例案 即決 原案

可決

意見書
第4号

草津市における交番の増設および警
察官の増員に係る意見書案 即決 原案

可決

請願
第1号

離婚時の養育計画書作成、親子
の継続的関わりに関する請願 文厚 不採択※付託先… 議案の審査を行う所管委員会。

　　　　　なお、付託しない場合は、本会議で即決。
　　　　　《　》は件名に対する補足説明を表します。



田中　香治

土肥　浩資

川瀬　善行

中島　美徳

草津市の都市計画道路の見直し
議員 時代に合わせた都市計画道路の修
正・変更の検討や抜本的な計画路線の廃
止に対する市の考えを伺う。
市 草津市都市計画マスタープランにおいて「近隣市
の動向等も踏まえた都市計画道路の見直し検討」を掲
げている。都市全体あるいは関連する都市計画道路全
体の配置等を検討し、都市計画道路の変更や廃止の理
由が明確に整理できる路線については、計画を変更す
ることも必要である。
東草津北２号線整備への考え方
議員　草津川跡地区間６と東草津北２号線を整備する
なら、中途半端な道路整備ではなく、双方が有効に機
能する整備を求める。
市 東草津北２号線を区間６と合わせて整備すること
により、交通形態に変化をもたらすものと考える。立
ち退きに対する考えについては、東草津北２号線道路
整備事業を進めるにあたり、住民の皆様に道路整備の
必要性を理解いただき、詳細設計により道路幅を定め
事業区域を決定していく。

消防団員への準中型免許取得助成
議員 準中型免許取得を必要とする団員
に対し、取得助成制度を創設する意思は
あるのか伺う。
市　近い将来、準中型免許の取得を必要とする団員が
現れることに備え、補助制度などの何らかの支援が必
要であると考えている。
補助制度だけでなく、道路交
通法改正後の普通自動車免許
でも運転することができる車
両総重量3.5ｔ未満のポンプ
車両の導入等、地域の実情を
十分に勘案した上で検討す
る。
リフィル処方箋②の普及啓発
議員　市民に対してリフィル処方箋についての認知度
と理解を高めるための取組について、市の考えを伺う。
市　利用促進には、医師と薬剤師の積極的な関与が必
要であると考えているので、国民健康保険市町連携会
議の場において、制度の浸透に効果的な手法を探って
いくとともに、県と連携しながら制度の普及啓発に努め
る。

指定管理者制度における施設の改修
議員 施設は、経年劣化だけでなく生活
様式の変化にそった改善が必要。大規模
改修まで引き延ばすことなく、中期的な視点に立った
改修計画を望む。
市 指定管理料の範囲で修繕可能なものは、指定管理
者の裁量で実施。これを超える場合は、施設所管課に
報告する役割を担っていただいている。一例として、
今年度、草津駅の地下駐車場のトイレを洋式化する。
このような改修を随時行っている。
観光客を受け入れるシティセールスの展開
議員　商業や観光地域に人を呼び込むために、市民も
そこを訪れ経済的な底上げになることや、景観100
選などに地域の魅力や店舗の情報をミックスしていく
ような企画を求める。
市 「まるっとくさつ」や「びわ湖・草津観光ガイド
マップ」等の情報媒体の活用や関係団体との連携によ
り、地域の魅力発信や観光ＰＲを進めている。また、
景観100選は、観光スポットという意識も持って見直
していく。

•交通渋滞の緩和に向けて
•道路整備をするための財政面・体制面の充
実について

その他の質問

市道の整備
議員 毎年予算計上されている道路新設
改良費が約２億円程度あるが、本年度は
何路線整備するのか。また、計画街路は草津市バリア
フリー基本構想に沿ったものか伺う。
市 本年度、新設整備するのは整備工事３路線、詳細
設計２路線を予定している。また、滋賀県のマニュア
ルに基づき、草津市バリアフリー基本構想で定めた基
準を反映し車両や歩行者、自転車の通行空間を設定し
て計画している。
開発行為における市道整備
議員　開発行為によってできた道路を毎回議会にて市
道認定しているが、その大半が行き止まりである。そ
うならないように開発時に指導しているのか伺う。
市 市道整備における事業者との協力体制について、
やむを得ない場合を除き２方向の接続を基本として可
能な限り行き止まりにならないように指導しており、
また開発区域周辺に市道計画があるときは、事業者と
協議を通して整合を図れるよう協力を求めながら指
導・審査を行っている。

•提案制度などで施設改修情報のボトムアップについて
•観光アプリの奨励や草津ブースターズの活動について

その他の質問•「（仮称）草津市道路整備プログラム」を
策定する理由・目的について

その他の質問

質疑および
一般質問 録画中継

はこちら

６月定例会では、16人の議員が、議案に対する「質疑」や市政に
関する方針や考え方などについてただす「一般質問」を行いまし
た。質問と答弁の内容の一部を要約して紹介します。

一定の定められた期間内に、反復使用できる処方箋のこと。
②リフィル処方箋
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西村　隆行

奥村　恭弘

石本恵津子

井上　薰

•通学路の危険個所の取組についてその他の質問

太陽光パネル大量廃棄時代の認識を
議員 太陽光発電パネルの耐用年数が20
年から30年で、あと10年もすると大量の
使用済みパネルが排出されるが市の対応は。
市 国から使用済み太陽光発電設備の廃棄に伴う循環
型社会の形成、低炭素社会の実現に向けた指針が示さ
れており、国の検討会の動向を注視するとともに、国・
県・市の連携のもと、市の果たすべき役割を見極めなが
ら、適切に対応していきたいと考えている。
ペットボトルの削減への取組
議員　ペットボトル削減に向けて、草津川跡地公園等
何か所かにマイボトル用給水スポットの設置を提案す
るが市の考えは。
市 マイボトルの利用促進は、プラスチックやペット
ボトルごみの削減の観点から、有効な取組の一つであ
ると認識しているが、市の施設等への給水スポットの
設置については、施設の利用形態や利用者ニーズ等を
踏まえ、各施設管理者が総合的に判断するものと考え
ている。

草津市における交通安全施策
議員 第10次草津市交通安全計画の評価
について伺う。
市 「年間の交通事故死者数をゼロ」「年間の交通事故
負傷者数を640人以下」にする目標を掲げて交通安全
施策に取り組んだ結果、交通事故発生件数および負傷
者数は年々減少し、一定の効果を出すことができたも
のと考えるが、死者数については増減を繰り返し、計
画の最終年にあたる令和２年は３名となり、目標達成
には至らなかった。
議員　令和元年５月に、大津市で悲惨な事故が発生し
たが、それ以降点検が実施された結果、大きく変化し
た場所はあるのか伺う。
市 市内の道路新設改良事業は、通学路の安全対策を
優先した中で整備しており、現在、暗渠③化等を中心
に道路事業をしているが、それらは基本的には通学路
の安全対策も含めた形で実施している。

•通学路の危険個所の取り組みについてその他の質問

学校での香害「化学物質過敏症」
議員 学校における化学物質過敏症の現
状・対応・保護者の方への周知について
伺う。
市 児童生徒で数名確認している。教職員間の情報共
有や保護者の皆様へ共有物品（エプロン等）の洗濯の
際の協力等、個別に配慮した対応を行う。市民への啓
発のため、消費者庁作成ポスターを市ホームページに
掲載する。学校で保健だより等を通じ、香害について
考えるきっかけを作ることが必要と考える。
健幸都市くさつ
議員 健幸都市づくりの啓発活動と事業について伺う。
市 広報くさつ・えふえむ草津・ホームページや産官
学連携の健幸イベント等で啓発活動を行っており、今
後ＳＮＳや動画等の活用を検討、強化し、大学や民間
企業等との連携を深める。「食と運動プロジェクト」
では、スタンプラリーやフォトコンテストなど楽しん
で参加できる企画を実施する予定。市民の皆様と協
働して取り組むことは重要で、協働による啓発の手法
を検討する。

•「お互いさまプロジェクト」
•キラリエマツリ　

その他の質問•小中学校にボトル給水機能付き冷水機の設
置について

その他の質問

•□□□□□□□□□□□
•□□□□□□□□□□□

その他の質問

草津市学びの教室開催事業
議員 「学びの教室」のこれまでの成果と
課題をどのように捉えているのか伺う。
市 参加した児童生徒や保護者からも、肯定的な評価
をもらっていることが成果だと考えている。課題とし
ては、「会場が近くにあれば」という声や、「テキスト
の難易度が合わない」「講義型の授業形式のため、個々
の児童生徒に指導できる時間が少ない」等の声を聞い
ている。
議員　いくつかの課題を踏まえ、今後本事業をどのよ
うに進めていこうと考えているのか伺う。
市 子どもたちの主体性のある学習習慣と基礎学力の
定着、居場所づくりにもつながる重要な事業だと考え
ている。会場の新設や少人数指導型の導入など、いく
つかの改善策も検討しつつ、今後、学校等とも連携を
密にしながら本事業の充実を図っていきたい。

③暗渠（あんきょ）
地中に埋設された河川や水路のこと。 6令和 4年 8月 1日号



横江　政則

服部利比郎 西川　仁

西田　剛
協働のまちづくり条例について
議員 草津市協働のまちづくり条例の制
定後の、市内14学区のまちづくり活動の
評価について問う。
市 地域の課題解決のため、様々な取組が実施され、
カフェ等の居場所づくり、特産品の販売、それを活か
した商品開発の試み、農業体験を通じた世代間交流、
新たな人材確保を見据えた若者の参画を目指した事業
など生まれてきている。今後も地域の取組が、活発に
なるよう後押ししていく。
持続可能なまちづくりを問う
議員　地域の共通の課題に、町内会役員の担い手不足
等があると考えるが、市としての捉え方を問う。
市 今後、市まちづくり協議会連合会では、各学区の
まちづくり協議会会長に加えて、14全学区の町内会
等の代表者にも参画いただき、議論していく場を設け
ることの決定をされた。市も、同連合会での議論や各
学区との意見交換を踏まえ、これまで以上に実効性の
ある取組を進めたいと考える。

交通安全マナーアップ重点校設置の
目的
議員　市内の中学校に対し「交通安全マ
ナーアップ重点校」の事業を実施されているが、事業
の目的はなにか。
市　市内では、中学生の自転車事故の約９割が、登下
校時に発生していることから、自転車の安全利用を推
進するため、利用機会の多い中学校を毎年２校「重点
校」に指定し、交通事故防止の意識を高めることを目
的として交通安全啓発や交通安全教室の実施をして
いる。
地域と連携強化による安全対策の実施
議員　マナーアップ重点校事業において、この期間に
周知も含めもっと地域と連携し、安全意識向上や見守
り意識の醸成を図ることができないか。
市　現在は啓発活動に地域の交通安全協会の方にも参
加いただいているが、今後は周知と啓発のため、地域
まちづくりセンターをはじめとする地域へ情報提供を
行うなど、取組の理解を得られるように活動してい
く。また当事業の取組を通じ、地域の声も取り入れた
道路環境の改善に努める。

•自転車通学安全対策の問題や課題
•スクールガードの現状

その他の質問

草津市自転車の安全で安心な利用の
促進に関する条例について
議員 本条例の意義と効果については。
本条例が市民に認知され自転車利用者に守られている
のか。
市　自転車の安全な利用、盗難防止や利用環境の整備
について、市、利用者等の責務、施策等を規定するこ
とで、安全で安心な利用の促進を図るため制定したも
ので、事故・盗難ともに条例制定時より減っているた
め、それぞれが責務を果たしていると考えている。
議員　条例違反しても罰則が無いのに、なぜ条例制定
する必要があったのか、合わせて今後の取り締まりつ
いての考え方について問う。
市 取り締まりは警察しかできず、この条例はもっと
警察にやってほしいという意味も込めて制定してお
り、対策を警察と連携して行うという協定も結んでい
る。罰則規定はないが、警察
の取り締まりと自転車安全指
導の注意喚起によって施策を
進めていきたいと考える。

•物価高騰による市民プール整備への影響。
住環境を守ることについて。保育士、学童
支援員の処遇改善について

その他の質問

ごみ袋有料化方針の見直しを求める
議員　焼却ごみのごみ袋の有料化が検討
されているが、実施へのスケジュールは。
ごみの減量は期待できないため、市民の声に即した見
直しを求める。
市 「ごみ問題を考える草津市民会議」「廃棄物減量等
推進審議会」から意見をいただきながら、新制度につ
いて令和５年10月の開始に向けて市民には周知を図
れるよう進める。また、「第３次草津市一般廃棄物（ご
み）処理基本計画」の策定にあたり、パブリックコメ
ントや各学区への説明会で意見聴取している。
学校給食の無料化を求める
議員　食材の高騰が続く中、給食費への影響と値上げ
を抑える補助の実施。無料化の全国の実施数と市内で
も実施を。
市 物価高騰が著しい加工食材を避け手作りの献立を
中心にしているので、影響を受けにくく値上げは現時点
では予定していない。平成29年度の調査では、全国76自
治体、県内でも無償化実施の自治体はある。児童・生徒数
が増加傾向にあり財政的負担から無償化は困難である。
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　垣　和美

小野　元嗣

八木　良人

粟津由紀夫

ウェルビーイング⑤の観点からの健幸
都市
議員 平成28年の健幸都市宣言後、市民
の方に草津市が目指す「健幸」の定義の周知について
と、身体的健康とともに幸福感が得られるウェルビー
イングに着目した施策の推進について。
市 「健幸」の定義を共有し、共感してもらうことが重
要であることから、今後新たな情報発信の手法を検討
したい。健幸都市づくりの推進では関係部局が連携
し、市民の幸福度の向上につながる施策に取り組んでい
きたい。
ヤングケアラー⑥の支援
議員　ヤングケアラーの存在がクローズアップされて
いるが、昨年度実施されたアンケート結果から想定さ
れる結果についてと今後の周知と支援について。
市 ヤングケアラーだと想定され、相談や支援が必要
であると考える人が全体の4.5％あった。今後、市民
向けチラシや支援マニュアルの配布、研修会を開催し
周知を図る。気づきや相談から相談窓口につなげ、負
担軽減の支援を行っていきたい。

市の防災倉庫の資機材の安全対策
議員 市が管理する防災備蓄倉庫のチェー
ンソーの使用に伴う安全対策の現状は。
市 市内小中学校等にある市管理の防災備蓄倉庫に、
チェーンソーやエンジンカッター使用に伴う安全対策
のための保護具一式として、保護メガネや下肢の切創
防止用保護衣などを整備した。自主防災組織に対する
補助金制度については、同様の保護具を新たに補助の
対象とした。
UDCBK④に対する市の考えは
議員 UDCBKを市の施設ではなく、産学公民連携組
織が共同で運営する組織に改革していく考えは、市に
あるのか。
市　組織の法人化をあらゆる側面で検討してきたが、
運営における財源が大きな課題として、中期的展望が
見いだせていない状況。住民と未来の都市づくりをデ
ザイン共有できるプラットフォームを目指している
が、産業界への理解と協力を求める点において足りな
いところもあった。関わりが少なかった企業に対し、
趣旨・目的に賛同し支援してもらい、道筋を見いだし
ていきたいと考える。

子どもたちのマスク着用の状況
議員 子どもたちの学びの場・遊びの場
を取り戻し、マスク着用による差別等を
無くすことについて決意を伺う。
市 （子ども未来部）子どもの成長発達を支える保育
の充実に務め、マスク着用にかかる差別が生じないよ
う、子どもへの教育や保護者への啓発活動を積極的に
行う。（教育委員会）マスク着用については、子ども
の考えを尊重し、マスク着用の有無による差別が生じ
ないよう努める。
子ども見守り防犯カメラ設置における課題
議員　子ども見守り防犯カメラの設置において、プラ
イバシーや個人情報の観点からの課題、子ども見守り
防犯カメラ条例の制定についての考えを聞く。
市 録画映像が無断で見られたり、必要性の無い事案
での恣

し

意
い

的
てき

運用が無いように考えている。条例につい
ては、個々の施策ごとに定める
ものではなく、草津市個人情報
保護条例に基づく運用をするこ
ととしているが、研究を進めて
いきたい。

•草津市職員におけるジェンダーギャップの
状況

その他の質問

•屋外広告物の景観形成における重要性と課題
•広告主へのインセンティブ

その他の質問

くさつ景観グランプリ屋外広告物の
表彰
議員 「くさつ景観グランプリ」で優良な
屋外広告物を表彰されていたが、平成26年・27年の
２年で途切れている。その後は。
市 その後は、草津市および大津市の両市で景観法に
基づく「びわこ東海道景観協議会」を立ち上げ、両市
の屋外広告物の共通ルール等を定める予定であり、景
観形成に配慮して工夫された屋外広告物を表彰する事
業の創設を検討し、景観づくりに対する啓発活動の充
実に努める。
屋外広告物の総量規制導入の所見
議員　広告規制型景観形成地区（モデル地区）におい
て、屋外広告物の交差点での乱立を防ぐため、総量規
制導入の所見は。
市 交差点周辺の非自家用野立広告に圧迫感を覚えら
れる方もいることから、総量規制の導入については、
現在、大津市と連携した屋外広告物の規制の在り方を
検討しており、本市景観審議会で議論するなど、慎重
に可否を検討していく。

•不登校への支援のための「登校支援室」の
設置について

その他の質問

⑥ヤングケアラー
本来、大人が担うと想定されている家事や家
族の世話を日常的に行っている子どものこと。

④UDCBK（アーバンデザインセンターびわこ・くさつ）
草津の未来のまちのデザインを考えるために、大学、企業、行政が草津に住む市民の方々と気軽に自由に話し合い、交流ができる場所。

⑤ウェルビーイング 社会福祉が充実し、満足できる生活状態にあること。
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　７月６日に開会しました７月臨時市議会は、会期１日間として、（仮称）草津栗東行政
事務組合が実施する新火葬場の整備にかかる議案２件が市長より議会へ提出されました。
　次のとおり議決され、同日に閉会しました。

　７月臨時会における審査にお
いても、執行機関へ提言してま
いりましたが、尊厳と感謝の思
いを大切にできる火葬場等につ
いて、引き続き議会の立場か
ら、よりよい施設・運営ができ
るよう進めてまいります。

竣 工 年 月　昭和55年４月

主な施設内容　火葬炉３基　炉前ホール　待合室
　　　　　　 収骨室　駐車場44台　他

環境負荷の低減 周辺環境・周辺
住民への配慮

火葬需要に
対応

令 和 ４ 年 ７ 月 臨 時 会

全員
賛成
全員
賛成

全員
賛成
全員
賛成

現在の草津市営火葬場

【議第52号】
　令和４年度草津市一般会計補正予算（第４号）

【議第53号】
　草津栗東行政事務組合の設立および規約の設定に関する
　協議につき議決を求めることについて

課 題
施設の老朽化や利用者のニーズに

対応できていない。

▲新火葬場イメージパース（平成31年３月火葬場整備基礎調査業務報告書より）▲新火葬場イメージパース（平成31年３月火葬場整備基礎調査業務報告書より）
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市ホームページのトップ

平成７年以降の本会議会議録や平成23年以降の委員会会議録を掲載しています。

議会日程や提出された議案など、本会議や委員会に関係する内容を掲載しています。

議会のQ＆Aや国会、県議会のリンクを貼って
いますので、併せてご覧ください。

議会改革にかかる取組をはじめ、市議会の取組をまとめています。

年４回全戸配布をしている議会だよりですが、より広
く皆さんに見ていただけるように、ホームページでも
掲載していますので、ご覧ください。
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市議会ページのトップ

ホームページへ新しい内容を
掲載した時は、

新着情報にも連動しています。

市議会のしくみのことや
市民の皆さんが市政に関して
意見や要望する方法を
掲載しています。

政務活動費や議員報酬など
公費にかかる制度や支出について

掲載しています。

市議会の活動や委員会の
活動報告を定例会ごとに
掲載していきます。
詳しくは裏表紙を
ご覧ください。

議員名簿や各会派および
各委員会の構成などについて

掲載しています。

草津市議会の本会議の
ライブ（生）中継と録画中継を

ご覧になれます。



SideBooks（地域本棚）マチイロ
（旧i広報誌）

　議会報告会を開催して議会活動を報告し
ておりましたが、開催が難しい状況が続い
ており、昨年からインターネットで、ご都
合のいい時に議会活動をご覧いただけるよ

うにしました。６月から議会だより広報編集委員会を広
報広聴委員会にして、報告をしてまいりますので、どう
か忌憚のないご意見をお寄せください。

草津市議会広報広聴委員一同

編集
後記

活動報告
議会活動

総務常任委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

　本号に記載している内容等について、市民の皆様からのご意見・ご質問
をお待ちしております。
　いただいたご意見をもとに引き続き、より良い議会だより
の作成に努めていきます。
【草津市議会】〒525-8588　草津市草津3丁目13番30号
　　　　　　 TEL.077-561-2413 ／ FAX.077-561-2485
　　　　　　 Eメール　gikai@city.kusatsu.lg.jp

　議会基本条例第７条の規定に基づき、旧来、「議会は、議会活動を報告するとともに、市民の意見を聴
く場として、定期的に議会報告会を行うものとする」と規定しており、平成27年から様々な手法で議会
報告会を実施してきました。
今後さらに、感染症の感染拡大等により開催手法が制限される中であっても、従来の形式にとらわれ
ることなく、時代に即した手法により広報広聴機能の充実をさせていくために、６月定例会で、次のよ
うに議会基本条例第７条を改正しました。改正内容の詳細については、こちらからご覧ください。

　広報広聴機能の充実のためには、委員会活動をもっ
と積極的に情報発信していくことが必要です。そこで、
市ホームページに、３つの常任委員会で行われている付
託議案審査や所管事務調査の内容、市議会全般の活動
内容を掲載することで、より市民の皆さんに広く・分か
りやすく市議会の活動を知っていただけるように
していきたいと思います。
　ホームページをご覧いただいた皆さんからの
貴重なご意見・ご感想をお待ちしています。

広報広聴委員会

草津市議会ホームページ
https://www.city.kusatsu.shiga.jp/shigikai/

ご意見・ご質問をお聞かせください。ご意見・ご質問をお聞かせください。
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